
中期経営計画2006（2006年4月～2009年3月）

戦　　　略

○エリア戦略へ
　の取組
○個人預り資産
　の増強（個人戦略）
○問題解決型金融・
　サービスの提供
　（法人戦略）

市場部門戦略
○マーケット運用力
　の強化
○市場部門リスク管理
　の強化

事務部門戦略
○営業店事務効率化
　の推進
○事務管理の高度化

人事部門戦略
○プロフェッショナル
　集団の養成
○従業員満足度
　の向上

IT・システム部門戦略
○IT関連商品・
　サービスへの
　取組強化
○セキュリティ対策
　の強化
○システム基盤強化

営業部門戦略

地域に根差しお客さまに選ばれ続ける銀行目指すべき当行の姿

◎企業価値向上のための
（1）収益構造の改善
     （マーケット運用力の強化）
（2）経営資源の再分配
◎利用価値向上のための
（1）お客さま第一主義の徹底
（2）サービスの質の向上
     （セキュリティの強化）
（3）プロフェッショナルの育成
◎経営インフラ強化のための
（1）システム基盤の拡充
（2）リスク管理強化
（3）コンプライアンスの徹底

基　本　方　針
1. 持続的な収益力の強化
　■営業基盤の拡充、営業力の強化
　■ローコスト・オペレーションの追求

2. 地域密着型金融の高度化
　■地域のお客さまに対する
　　相談業務の充実
　■提案型営業の強化

3. 企業風土の変革
　■スピード・決断力・実行力の向上
　■チャレンジング・スピリットの醸成

求められる当行の姿

◎地域と社会から信頼される銀行

◎利便性の高い銀行

◎何でも相談できる銀行

◎安心して取引できる銀行

◎投資価値の高い銀行

経営管理の高度化

取組むべき課題

コンプライアンス リスク管理 内部統制の充実 収益管理
○コンプライアンス態勢の強化
○お客さま保護に関する
　管理強化

○統合リスク管理への取組
○信用リスク管理の高度化

○内部統制システムの
　高度化

○システムの高度化による
　収益管理の強化

当行は、平成18年4月より「中期経営計画2006」を推進しております。
「地域に根差しお客さまに選ばれ続ける銀行」を目指して、本計画に掲げた諸施策を着実に実施してまいります。

基本理念
　当行は、昭和27年の創立以来、一貫して「地域社会へのご奉仕」という基本理念のもと、地元のお役に立つ
ことが何にもまして重要な社会的使命と考え、地域の発展とともに今日の基盤を築いてまいりました。
　今後も地元の銀行として、この経営方針を堅持してまいります。

「地域社会へのご奉仕」

経営方針


